
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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実　施　方　法

意　図
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重 点 事 業

個 別 計 画

款

AED推進事業

   心疾患やケガ等に伴う心室細動によって心臓が停止した場合に、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を使用し、電気
ショックを与えることにより救命率を上昇させる。

保健衛生費

保健衛生総務費1
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ソフト事業（任意）

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

医療体制の充実

4

担当者名

ＡＥＤ推進事業

部局名

  市内に設置された自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の情報を市民に周知するとともに、ＡＥＤの機能や正しい操作
方法について講習会を開催する。
　また、今後も市の公共施設で、特に激しい運動が行われる施設については計画的にAEDを設置していく。

目
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健康でいきいきと暮らせるまち
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

該当なし

　ＡＥＤの啓発を図るため、ＡＥＤを操作できる市民を拡大することは、市の重要な役割である。

該当なし

低い 該当なし

　ＡＥＤの使用制限が撤廃され、ＡＥＤを操作できる市民を拡大することは、市の重要な役割である。

低い

該当なし

　AEDは、市の公共施設にはほとんど設置されているが、未設置の地域の拠点となる施設、特に激しい
運動が行われる施設について今後もＡＥＤを設置していく必要がある。
　また、ＡＥＤを操作できる市民を拡大していくことも重要である。

高い やや高い 低い

低い

やや低い

やや高い やや低い

高い やや高い

　ＡＥＤを使用した救命講習を市職員や事業所、また、一般市民を対象に行い、いざという時にＡＥＤを使用できる市民を増やす
ことによって、心疾患やケガ等に伴う心室細動によって心臓が停止した場合の生存率が高くなることが期待される。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

　ＡＥＤの設置個所の拡大と市民へのＡＥＤ操作法の普及により、市民の安心・安全な生活に寄与している。

やや低い

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

削減の余地あり 該当なし

　市の公共施設にAEDはほとんど設置されているが、未設置の地域の拠点となる施設、特に激しい運動
が行われる施設にAEDを設置する。
　また、AED設置の拡大に併せ、講習会の開催によるAEDの操作法の普及に努める。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　地域の拠点となる施設に設置していた、AEDを本体の保証期限到達にともない、3台をリース契約とす
ることで引き続き設置。（大村市斎場、シーハットおおむら、郡地区公民館）
　AEDの講習会については、ほぼ計画どおり実施できている。

妥
当
性 【市の関与】 高い

有
効
性

事業が抱える問題・課題等

【コスト】

【負担割合】

　AEDの推進は、市民の命を守るために重要な事業であるため、設置と維持管理は必要であり削減の余地はない。

見直しの余地なし

削減の余地なし

やや高い

対象外

高い

【必要性】

２
次
評
価

担当者意見のとおり

No.2


